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福島学院大学短期大学部履修規程 

（目  的） 

第1条  この規程は学則第 43 条の規定に基づき、保育科第一部、食物栄養科、情報  

ビジネス科、専攻科における履修要件等について定めることを目的とする。 

（履修届） 

第２条 学生は学則第 31 条に定めるところに従い、学期ごとに履修する科目を選定し、

教務課の指定する日までに履修届を提出して学長の許可を受けるものとする。 

２  学則第 31 条のただし書きにより追加履修を受付ける時期と科目は次のとお

りとする。5 月 20 日まで 

・音楽演習のうち指定する外部音楽団体加入、または指定する学内団体活動によ

る履修 

・国際理解演習、体育実技Ⅱ【削除】、バリダンスレッスンとバリ島幼稚園交流、

特別研究等の科目で前期に海外研修が含まれる場合。ただし、後期に海外研修

が含まれる場合は後期履修登録時とする。 

・インターンシップ 

３  指定の期日までに履修届の提出がない場合には履修しないものとみなして処

理することがある。 

（履修登録の上限） 

第２条の２ 学生が 1 年間に登録できる履修単位の上限を、学科ごとにおおむね次の

とおりとする。 

     保育科第一部  55 単位  

     食物栄養科   45 単位 

     情報ビジネス科 50 単位 

ただし、学則第 16 条に定める長期にわたる教育課程の履修を希望する者につ

いては 24 単位を上限とする。 

（履修科目の変更） 

第３条 届け出て許可された履修科目の、他の科目への変更は原則として認められない。 

（履修科目の放棄） 

第４条 届け出て許可された履修科目を学生が放棄する場合は、放棄届を直接教務課へ

提出しなければならない。 

 ２  履修の放棄は、授業を開始した日から２週間以内に届出るものとし、その後は

認めないものとする。 

（出欠確認) 

第４条の２ 出欠の確認は原則として授業の開始時に行うものとし、30 分以上の遅

刻・早退は欠席とみなす。ただし、30 分未満の遅刻・早退は 3 回で 1 回の欠

席とする。 

 ２  学外で行う演習、実習科目の出欠確認は、当該科目担当教員もしくは当該実習

機関の定めるところによるものとする。 
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（成績評価） 

第５条  学則第 41 条、第 42 条に定めるところに従い、成績評価は 100 点満点とし、

60 点以上を合格、59 点以下を不合格とする。 

 ２  前項に定める成績評価は試験等の総合評価とし、授業科目によっては、基礎 

能力の向上をはかる試験について合格基準を引き上げて設定することがある。 

 ３  成績の段階は A＋（100～90）、A（89～80）、B（79～70）、C（69～60）、

D（59～50）、F（50 点未満）とする。ただし、科目によっては認定、不認定

のみを記載する場合がある。 

 ４  D および F の評価は成績通知書に記載するが成績証明書には記載しない。  

ただし、奨学金関係､事務上必要とされる場合は記載することがある。 

 ５  成績通知書の欄外に成績評定平均点を記載する。成績評定平均点（グレード 

ポイントアベレージ。以下ＧＰＡという。）とは、単位取得科目の成績評価点  

（素点）に単位数を乗じた数を全単位取得科目について積算し、それを総取得 

単位数で除して算出した 1 単位あたりの平均点をいう。ただし、この場合認定、

不認定のみを記載する科目は除外する。 

（成績判定の方法） 

第６条 学習成績の判定の方法は中間試験、期末試験、レポート、調査、作品、実技、

出席状況、口頭試問及び小テスト・小論文等（以下試験等という）担当教員の  

定めるところによって行う。 

 ２  授業科目について、必要な時数として定められた時数の３分の１を超える時数

を欠席した場合は、当該科目の成績を零点とする。 

３  試験等において試験規程第３条に定める不正行為があったと認められた学生

は当該試験科目の成績を零点とする。 

   ただし、授業時の出席確認の際に不正行為（代返等）もしくはこれに準ずる  

行為が認められた場合には当該科目の成績を減点する。 

（懲  戒） 

第６条の２ 試験等（出席確認を含む）において二度以上の不正行為があったと、認め

られた学生は学則第 53 条の規定に基づき教授会の議を経て学長がこれを懲戒

する。 

    ただし、試験規程第３条第５号に定める「本人に替わって受験を行った者及び

それを行わせた者」については一度であっても懲戒の対象とする。 

（試験等の期間） 

第７条  試験等は担当教員の授業期間中に適宜に行うほか、学期途中および学期末に 

試験期間もしくは試験日を設けて行う。 

（単位の認定） 

第８条 単位修得の認定は当該授業科目の担当教員が次の条件をそなえた学生に対し

て行う。 

１．履修を届け出て許可された者 

  ２．学外実習を伴う実習科目(海外における演習・実習科目を含む)については、  

事前・事後指導にあたる科目、または事前・事後指導がある場合はその 5 分の 4
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以上出席し、かつ当該現場実習について定められた全ての日数および時数を出席

した者。ただし、現場実習において病気、忌引等やむを得ない事情により欠席し

た場合で、実習期間の延長が可能な場合については当該欠席 日数分を延長して

補充することができる。また、海外研修における現地研修については病気等やむ

を得ない場合を考慮して 5 分の 4 以上の日数および時数を出席した者。この  

場合の出欠確認については第4条の2第2項に定めるところによるものとする。 

  ３．前号に定める科目以外の授業科目については、必要な時数として定められた 

時数の 3 分の 2 以上出席した者。この場合の出欠確認については第 4 条の 2  

第 1 項に定めるところによるものとする。 

  ４．授業科目における試験等の結果を総合判定して学習成績の評価が 60 点以上の

者 

  ５．所定の学費を納入した者 

２  前項第３号に定める必要時数の規定にかかわらず、別に定める科目については、 

学則第 41 条第１項第 2 号ただし書きに基づき、担当教員は学習の成果を評価

して、適宜単位を認定することができる。 

（追試験） 

第９条  学生が次の事由により定期試験に出席できなかった場合は、速やかにその旨を

教務課に連絡し、その事由を証明する書類を添付し、追試験を事前もしくは事後

１週間以内に提出して追試験を受けることができる。 

１．病気（医師の診断書）   

２．事故・災害（事故証明書、災害証明書） 

  ３．交通機関の事故（事故証明書） 

  ４．忌引（２親等までに限る。保護者又は家族の証明書）  

５．自宅または居所の緊急事態（保護者又は家族の証明書） 

６．就職試験等（受験先又は就職課長の証明書） 

７．結婚（本人又は２親等までに限る。保護者又は家族の証明書） 

  ８．本人の不注意と認められる場合。ただし、年度内３科目に限る。この場合、

80 点を満点とし、追試験料１科目１万円を徴収する。 

 ２  定期試験開始後 30 分以内に学生が急病のため、受験を継続することが困難な

状況に至った場合は、試験監督員に申出てその許可を得、さらに教務課長（不在

時は課員）にその状況を説明し確認を受け、１週間以内に試験監督員ならびに 

教務課長の退出事由に関する証明書および原則として医師の診断書を添付の 

うえ教務課に追試験願を提出し、追試験を受験することができる。 

 ３  国民体育大会や海外遠征試合等の選手として、関係機関より参加要請があり、

教授会の議を経て学長が参加を許可した場合は、教務課に追試験願を提出し追試

験を受験することができる。 

（再試験） 

第 10 条 卒業（専攻科にあっては修了）学年に在籍し、第 11 条に定める再履修を   

行う者について、年度内の再履修が困難であり、卒業（専攻科にあっては修了）、

もしくは免許状、資格取得に必須の科目が２科目以内である場合は、再試験願を
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教務課に提出して、試験等の再試験を受けることができる。 

ただし、次の場合は受験することができない。 

１．試験等（当該科目以外を含む）において不正行為があったと認められる者 

２．当該科目の出席が不足し、零点と評価された者 

３．当該科目の受講態度が芳しくないと担当教員が判断した者 

４．再試験を受けても当該科目の総合評価で合格することが困難であると担当教 

員が判断した者 

２  再試験において合格した者の点数は 70 点を上限とする。 

 ３  再試験料として１科目につき１万円を徴収する。 

（再履修・再実習） 

第 11 条 成績評価の結果不合格と判定された者、履修を放棄した者、もしくはＣ評価

を得た者は、再履修願を教務課に提出し、次に掲げる方法の中から、担当教員と

協議して教務課の指定するところの方法および期間（次年度となる場合を含む）

により、再履修もしくは再実習することができる。 

１．正規時間割による履修 

次年度もしくは次学期に正規時間割の中で履修する。 

２．特設時間割による履修 

再履修科目授業を通常第１～第４時限までの時間割の空き時間に組み込ん

で行うか、第５時限に特設して行う。 

もしくは適当な時期に集中講義によって行う。 

３．第二部での履修 

第二部で開講されている科目を履修する。これを第一部での履修と認定する。 

２  保育科における教育実習にかかる基本実習および協力幼稚園実習､保育実習に

かかる保育所実習および施設実習、並びに保育実習Ⅱ、保育実習Ⅲの各実習につ

いては各々1 実習とし、次のいずれかに該当する場合、原則として当該年度の再

実習を認めない。 

１．保育科合同科内会議において､次に掲げる要件を審議の結果､不適格と判断さ

れた者 

イ 教育実習にかかる事前事後指導、保育実習指導、保育実習指導ⅡまたはⅢ

における出席状況 

ロ 学習への意欲 

ハ 学業成績等 

２．実習の評価で２実習以上の不合格がある者、または１実習について 50 点未

満の評価がある者 

３．実習先の評価に関し、学生もしくは家族等が直接実習先に照会を行ったとき 

３  専攻科福祉専攻第一部における介護実習にかかる再実習については、保育科合

同科内会議において、介護総合演習の出席状況、学習への意欲、学業成績等を勘

案し、不適格と判断された者については認めない場合がある。 

（履修者の制限） 
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第 12 条 選択科目に関し、担当教員は学科長（専攻科にあっては専攻科長）の承認を

得て、受講定員を定め、もしくは履修者を制限することができる。 

２  履修者の決定は、その趣旨による公正な方法によって担当教員が決定するとこ

ろによる。 

 

（履修科目の制限） 

第 13 条 保育科における教育実習、保育実習、保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲの履修に

ついては次の要件のいずれかに該当する者は、学期の始めに履修届出が許可され、

もしくは第 1 年次、第 2 年次に附属幼稚園実習、施設見学実習、実習オリエン

テーション等で既に履修の開始がなされていた場合においても履修を制限し、 

または単位の認定を行わないことがある。 

  １．教育実習 

    イ 協力幼稚園実習をうける時点において、教職免許状取得に必須の科目の 

単位を不合格と判定されている者で、保育科合同科内会議の審議の結果、

不適格と判定された者 

    ロ 第 1 年次におけるＧＰＡが 70 点未満の者 

    ハ 協力幼稚園実習をうける時点において、幼児音楽（子どもの歌）のほか、

ピアノ演習またはギター演習のいずれかの単位を取得していない者 

    ニ 本学附属幼稚園における基本実習が不合格の者 

    ホ 事前事後指導において５分の４以上出席していない者で、保育科合同科内

会議の審議の結果、不適格と判定された者 

    へ 実習を完遂するのに支障があると保育科合同科内会議で判定された者 

  ２．保育実習 

    イ 保育実習をうける時点において、保育士養成課程｢必修科目｣の単位を不合

格と判定されている者で、保育科合同科内会議の審議の結果、不適格と判

定された者 

    ロ 第 1 年次におけるＧＰＡが 70 点未満の者 

    ハ 本学附属幼稚園における基本実習が不合格の者 

    ニ 保育実習指導において５分の４以上出席していない者で、保育科合同科内

会議の審議の結果、不適格と判定された者 

    ホ 実習を完遂するのに支障があると保育科合同科内会議で判定された者 

  ３．保育実習Ⅱ、Ⅲ 

    イ 保育実習における保育所実習もしくは施設実習が不合格の者 

    ロ 保育実習ⅡまたはⅢをうける時点においてＧＰＡが 70 点未満の者 

ハ 保育実習指導ⅡまたはⅢにおいて５分の４以上出席していない者で、保育

科合同科内会議の審議の結果、不適格と判定された者 

ニ 実習を完遂するのに支障があると保育科合同科内会議で判定された者 

２  専攻科福祉専攻第一部における介護実習の履修については、次の要件のいずれ

かに該当する者は、学期の始めに履修届出が許可され、もしくは実習オリエンテ



 6

ーション等で既に履修の開始がなされていた場合においても履修を制限し、また

は単位の認定を行わない。 

１．介護実習における実習時間が所定時間数に満たない者 

２．介護総合演習において５分の４以上出席していない者で、保育科合同科内会議

または専攻科会議の審議の結果、不適格と判断された者 

（履修制限の解除） 

第 14 条 保育科において第 13 条第 1 項第 1 号、第 2 号及び第 3 号の規定により   

履修制限をうけた者で、次のいずれかに該当する場合は、教育実習、保育実習、

保育実習Ⅱ、保育実習Ⅲの履修制限を解除することができる。 

１．第 13 条第 1 項第 1 号のロ、第 2 号のロおよび第 3 号のロの規定にかかわら

ず、第 2 年次前期までのＧＰＡが 70 点以上になったとき。 

  ２．第 13 条第 1 項第 1 号のイ、ニ、ホ、ヘおよび第 2 号のイ、ハ、ニ、ホ、     

および第 3 号のイの不適格要件が解除されたとき。 

  ３．第 13 条第 1 項第 1 号のハの単位を取得したとき。ただし、成績評価が   

12 月 10 日までに行われた者に限る。 

第 15 条 授業において教員の指示に従わず、あるいは受講態度により授業の進行に 

支障をきたしたと判断された学生には、別に定める細則によりその後の履修継続

を認めないことがある。 

（進級制限） 

第 16 条 学長は、専攻科、および長期にわたる教育課程の履修者である場合を除き、  

次のいずれかに該当する者について、教授会の議を経て第 2 年次への進級を  

認めないことがある。 

  １．取得単位数 20 単位未満の者 

  ２．第 1 年次のＧＰＡが 65 点未満の者 

（卒業認定等） 

第 17 条 卒業（専攻科にあっては修了）の認定は、次の要件のいずれをも満たす学生

に対して、教授会の議を経て学長がこれを行う。 

１．学科にあっては学則第 51 条に定める次の単位を修得した者。ただし、学則  

別表教育課程備考欄に本学独自の能力検定による履修免除条件が記載された 

科目については、検定結果に基づき当該単位の履修を免除し、その分の卒業必要

単位を減ずることができる。その場合であっても 62 単位以上は単位を取得しな

ければならない。 

  専攻科にあっては学則第 71 条に定める次の単位を修得した者。 

学科別 

科目別 

保 育 科 

第 一 部 

食 物

栄 養 科

情 報 ビ ジ

ネ ス 科

 

福 祉 専 攻

第 一 部

 

保 育 専 攻 

第 二 部 教 養 教 育 

科 目 

18 単位 

以 上 

15 単位 

以 上 

17 単位 

以 上 

専 門 教 育 

科 目 

46 単位 

以 上 

50 単位 

以 上 

52 単位 

以 上 

50 単位 

以 上 

30 単位 

以 上 

 ２．ＧＰＡ７０点以上を取得した者 
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 ３．所定の学費を納入した者 

４．短期大学を卒業（専攻科にあっては修了）するにふさわしい人格識見と健全な

精神を有していると学科会議（専攻科にあっては専攻科会議）で判定された者 

２  卒業（専攻科にあっては修了）の認定が得られず留年となった者の学費は次の

とおりとする。 

１．前項に定める卒業要件を満たせず留年となった者で、再履修科目が学科におい

ては５科目以内もしくは 15 単位以内、専攻科においては 3 科目以内もしくは 

8 単位以内である者については、留年後 1 年以内に限り授業料および教育充実費

を免除する。 

  ただし、Ｆ評価科目を学科においては５科目以上、専攻科においては 3 科目 

以上得ている場合は免除しない。 

２．前号の規定にかかわらず、専攻科保育専攻第二部については初年度納入の学費

は 3 年間の履修期間中有効とし、1 年で修了できない場合でも 2 年目および  

3 年目の授業料、教育充実費を免除する。 

３．第 1 号前段に定める 1 年以内の再履修期間（専攻科保育専攻第二部において

は 3 年間の履修期間）終了後にさらに再履修を必要とする場合は授業料および 

教育充実費は免除しない。 

ただし、再履修科目が２科目以内もしくは５単位以内であれば科目履修生の 

学費を適用する。 

 

 

附  則 

この規程は平成 23 年４月 1 日から施行し、平成 23 年度新入生から適用する。 


